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東京海上・米国新興成長株式ファンド＜愛称 グローイング・アメリカ＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・ 

米国新興成長株式ファンド 

＜愛称 グローイング・アメリカ＞ 

 

満期償還 運用報告書（全体版） 
 

第17期（償還日 2021年12月22日） 

 

受益者のみなさまへ 

 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・米国新興成長株式

ファンド＜愛称 グローイング・アメリ

カ＞」は、このたび、2021年12月22日

をもちまして満期償還となりました。

ここに、運用経過と償還の内容をご報

告申し上げます。 

長年のご愛顧に対し厚くお礼申し上げ

ますと共に、今後とも当社ファンドに

つきましてお引き立てを賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／海外／株式 
（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 2013年９月３日から2021年12月22日 

運用方針 信託財産の成長を目指して運用を行います。 

主要投資 
対 象 

東 京 海 上 ・ 
米国新興成長株式 
フ ァ ン ド 

「東京海上・米国新興成長
株式マザーファンド」お
よび「ＬＭ・ＵＳ新成長株
式ファンド（適格機関投
資家専用）」を主要投資対
象とします。 

 
東 京 海 上 ・ 
米国新興成長株式 
マザーファンド 

米国の取引所に上場され
ている中小型の企業の株
式（ＤＲ（預託証書）を含
みます。）を主要投資対象
とします。 

 
ＬＭ・ＵＳ新成長株式 
フ ァ ン ド 

（適格機関投資家専用） 

「ＬＭ・ＵＳ新成長株式マ
ザーファンド」受益証券
への投資を通じて、主に
米国の金融商品取引所に
上場（これに準ずるもの
を含みます。）されている
中小型の企業の株式を主
要投資対象とします。 

投資制限 

東 京 海 上 ・ 
米国新興成長株式 
フ ァ ン ド 

・株式への直接投資は行
いません。 

・外貨建資産への実質投
資割合には制限を設け
ません。 

・投資信託証券への投資
割合には制限を設けま
せん。 

 
東 京 海 上 ・ 
米国新興成長株式 
マザーファンド 

・株式への投資割合に
は、制限を設けません。 

・外貨建資産への投資割
合には、制限を設けま
せん。 

 
ＬＭ・ＵＳ新成長株式 
フ ァ ン ド 

（適格機関投資家専用） 

・株式への実質投資割
合には、制限を設けま
せん。 

・外貨建資産への実質投
資割合には、制限を設
けません。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の、繰越分
を含めた配当等収益および売買益（評価益を含
みます。）等から、基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配を行う方針です。ただし、分
配対象額が少額の場合等には、収益分配を行わ
ないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保した
利益については、運用の基本方針に基づいて運
用を行います。  
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東京海上・米国新興成長株式ファンド＜愛称 グローイング・アメリカ＞ 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 東 京 海 上 ・ 

米国新興成長株式 
マザーファンド 

ＬＭ・ＵＳ新成長株式 
フ ァ ン ド 
(適格機関投資家専用) 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

13期(2019年12月23日) 10,823    700 8.5 1,013,979 10.0 49.7 48.9 3,573 

14期(2020年６月22日) 10,727    500 3.7 997,739 △ 1.6 47.6 50.3 3,343 

15期(2020年12月22日) 12,374    1,000 24.7 1,353,591 35.7 46.1 53.0 3,306 

16期(2021年６月22日) 13,485    1,000 17.1 1,522,597 12.5 48.2 50.0 3,331 

(償還時) (償還価額)        

17期(2021年12月22日) 13,932.24 － 3.3 1,533,587 0.7 － － 3,172 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 東 京 海 上 ・ 

米国新興成長株式 
マザーファンド 

ＬＭ・ＵＳ新成長株式 
フ ァ ン ド 
(適格機関投資家専用)  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％  ％ ％ ％ 

2021年６月22日 13,485    － 1,522,597 － 48.2 50.0 

６月末 13,784    2.2 1,566,608 2.9 48.4 49.8 

７月末 13,705    1.6 1,517,493 △0.3 49.1 49.8 

８月末 14,085    4.4 1,556,232 2.2 48.8 50.1 

９月末 13,739    1.9 1,535,369 0.8 50.1 49.1 

10月末 14,501    7.5 1,623,113 6.6 49.6 49.5 

11月末 14,035    4.1 1,573,687 3.4 50.2 48.7 

(償還時) (償還価額)      

2021年12月22日 13,932.24 3.3 1,533,587 0.7 － － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

 

参考指数はラッセル2500グロース・インデックスであり、基準価額への反映を考慮して、基準日前日のラッセル2500グロース・インデック

ス（配当込み、米ドルベース）の値を基に委託会社が定める為替レートで円換算したものです。 

ラッセル・インデックスに関するすべての権利は、FTSEに帰属します。インデックスに関する瑕疵または不作為に対して如何なる責任も負

いません。FTSEは本資料の内容について販売促進や出資、保障することはありません。 
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○運用経過 (2021年６月23日～2021年12月22日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2021年６月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 参考指数は、ラッセル2500グロース・インデックスです。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・新型コロナウイルスワクチン接種の進展により、経済活動正常化への期待が高まったこと 

・円安米ドル高が進行したこと 

 

マイナス要因 

・新型コロナウイルスの新たな変異株の感染拡大により、景気の先行き懸念が高まったこと 
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■投資環境 
【米国株式市場】 

当期の米国株式市場は上昇しました。 

新型コロナウイルス感染状況の改善やワクチン接種の進展等を背景とした経済正常化への期待が続くなか、2021年８月

にかけて上昇しました。その後、中国大手不動産開発会社の債務不履行（デフォルト）懸念に加えて、欧米中央銀行による

金融緩和政策の見直しなどを背景に世界的に国債利回りが上昇したことから、米国株式市場は一時下落しましたが、米国債

利回りの上昇に一服感が見られると、再度上昇基調に転じました。期末にかけては、新型コロナウイルスの新たな変異株

（オミクロン株）が確認されたことで景気の先行き懸念が高まり米国株式市場は下落する局面があったものの、その後は落

ち着きを取り戻し、期初から上昇して期を終えました。 

なお、オミクロン株の確認による投資家のリスク回避姿勢の高まりが小型株主導での株価下落となり、中小型成長株の代

表的な動きを示すラッセル2500グロース・インデックス（配当込み、米ドルベース）は、下落しました。 

 

【為替市場】 

当期の米ドル円為替レートは、円安米ドル高となりました。期前半はレンジ内での推移となりましたが、期後半に入りパ

ウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長が2021年内のテーパリング（量的緩和の縮小）開始を示唆し、11月のFOMC（米連

邦公開市場委員会）においてテーパリングの開始が発表されて米国債利回りが上昇したことなどから、円安米ドル高が進行

しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・米国新興成長株式ファンド＞ 

２つの投資信託証券への投資割合が各々50％程度となるように運用を行いました。 

当ファンドの基準価額は、これらの値動きを反映し3.3％上昇しました。 

 

＜東京海上・米国新興成長株式マザーファンド＞ 

当期、基準価額は3.6％上昇しました。業種別では、素材や一般消費財・サービスセクターなどを中心に株価が上昇しま

した。個別銘柄では、市場予想を上回る好決算を発表したベッド・マットレス製造企業や電子機器デバイス製造企業などの

銘柄がプラスに寄与しました。一方、コロナ禍で業績見通しを引き下げたオンライン教育サービス企業や臨床試験の結果が

想定を下回った製薬会社などの銘柄がマイナスに寄与しました。 

 

＜ＬＭ・ＵＳ新成長株式ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

当期、基準価額は4.7％上昇しました。業種別では、資本財・サービスや金融、生活必需品セクターなどがプラス寄与と

なる一方、一般消費財・サービスセクターはマイナス寄与となりました。個別銘柄では、好調な決算を発表した半導体メー

カーや会員制スーパーマーケット運営会社などの銘柄がプラスに寄与しました。一方、コロナ禍の影響で売上高見通しを下

方修正したウェブコンテンツ向けソリューション提供会社などの銘柄がマイナスに寄与しました。 
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■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを

設けていません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率の対比です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■分配金 
該当事項はありません。 

 

  

  
（注） 参考指数は、ラッセル2500グロース・インデックスです。 
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○設定来の運用経過 （2013年９月３日～2021年12月22日） 

■設定来の基準価額等の推移 
 

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、設定時（2013年９月３日）の値が10,000となるように指数化したものです。 

（注） 参考指数は、ラッセル2500グロース・インデックスです。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・金融緩和政策の継続と積極的な財政政策 

・円安米ドル高の進行 

 

マイナス要因 

・新型コロナウイルスの感染拡大による株式市場の大幅な下落 
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■投資環境 
【米国株式市場】 

当ファンドが投資対象とする米国の中小型株式市場は上昇しました。 

設定当初は好調な米国経済とFRB（米連邦準備制度理事会）による金融緩和政策の継続を背景に株式市場は上昇しました。

その後、FRBが金融引き締め策に転じたことなどで下落する局面はあったものの原油価格の上昇などを背景に株式市場は上

昇基調を維持しましたが、2016年半ばの国民投票で英国のEU（欧州連合）離脱が支持されたことを受けて世界経済の先行き

不透明感が台頭し、株式市場は一時低迷しました。その後は、欧米中央銀行の金融緩和政策やトランプ米政権による積極的

な財政政策を背景に株式市場は上昇を続けましたが、2019年12月に出現した新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴

う景気後退から、株式市場は大きく下落しました。ファンド償還にかけては、新型コロナウイルス変異株の感染再拡大など

から株式市場が下落する局面はあったものの、各国の金融政策と財政政策を総動員した景気対策や、新型コロナウイルスワ

クチンの接種の進展などで経済活動正常化への期待が高まり、株式市場は上昇しました。 

 

【為替市場】 

米ドル円為替レートは運用期間を通じて円安米ドル高が進行しました。2014年9月までは米ドル円為替レートはおおむね

レンジ内での動きとなりましたが、その後は、米国で堅調な経済指標の発表が相次ぐ一方で、日本では日銀による追加金融

緩和や消費増税の先送りなどを背景に円安米ドル高が進行しました。2016年半ば以降、英国のEU離脱の決定に伴う先行き不

透明感などから円高米ドル安となる局面があったものの、米国大統領選挙におけるトランプ候補の勝利を受けてFRBによる

金融政策の正常化が進むとの思惑が高まり、円安米ドル高が進行しました。2017年から2019年にかけては、米ドル円為替

レートはおおむねレンジ内の動きのなか、小幅に円高米ドル安となりました。2020年以降は、新型コロナウイルスの感染拡

大による世界経済停滞への懸念から、主要中央銀行による大幅な金融緩和が実施され円高米ドル安が進行しましたが、その

後はワクチン接種の進展により経済正常化への期待が高まるなか、米国債利回りが上昇に転じたことから円安米ドル高が

進行しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・米国新興成長株式ファンド＞ 

２つの投資信託証券への投資割合が各々50％程度となるように運用を行いました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、これらの値動きを反映し205.0％上昇しました。 

 

＜東京海上・米国新興成長株式マザーファンド＞ 

英国のEU離脱による混乱や、トランプ米政権の誕生、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大などの出来事が株式市場に

大きな影響を与えましたが、運用期間を通じて、利益がマクロ経済環境に大きく左右される企業よりも革新的な創造力を持

つ企業を重視して銘柄選定を行いました。 

以上の運用の結果、基準価額は201.1％上昇しました。 

 

＜ＬＭ・ＵＳ新成長株式ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

運用期間を通じて、バリュエーションやリスク管理に注意を払いつつ、個別企業のファンダメンタルズ分析に基づき、競

争力、収益性、財務の安定性に優れ、成長余力が大きいと考える銘柄を選定しました。 

以上の運用の結果、基準価額は298.0％上昇しました。 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、収益分配を行いました。各期の分配金

額につきましては、後掲の「投資信託財産運用総括表」をご覧ください。 

 

当ファンドは、2021年12月22日をもちまして償還となりました。最後に、受益者の皆さまのご愛顧に心よりお礼を申し上

げますとともに、今後とも当社ファンドにつきまして一層のお引き立てを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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東京海上・米国新興成長株式ファンド＜愛称 グローイング・アメリカ＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2021年６月23日～2021年12月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 112  0.800  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 64)  (0.458)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 46)  (0.331)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  2)  (0.011)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.034   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.034)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
＊有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.023   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  2)  (0.018)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 120   0.857    

期中の平均基準価額は、13,974円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上・米国新興成長株式ファンド＜愛称 グローイング・アメリカ＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は2.12％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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東京海上・米国新興成長株式ファンド＜愛称 グローイング・アメリカ＞ 

○売買及び取引の状況 (2021年６月23日～2021年12月22日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ＬＭ・ＵＳ新成長株式ファンド（適格機関投資家専用） － － 438,454 1,744,628  

 
（注） 金額は受渡代金です。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
東京海上・米国新興成長株式マザーファンド － － 552,337 1,662,154 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年６月23日～2021年12月22日) 

 

項 目 
当 期 

東京海上・米国新興成長株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 3,017,513千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,574,514千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.91   
 

（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年６月23日～2021年12月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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東京海上・米国新興成長株式ファンド＜愛称 グローイング・アメリカ＞ 

○組入資産の明細 (2021年12月22日現在) 

 

 2021年12月22日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

ＬＭ・ＵＳ新成長株式ファンド（適格機関投資家専用） 438,454 

合 計 438,454 
 
 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

東京海上・米国新興成長株式マザーファンド 552,337 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2021年12月22日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 3,201,798 100.0 

投資信託財産総額 3,201,798 100.0 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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東京海上・米国新興成長株式ファンド＜愛称 グローイング・アメリカ＞ 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2021年12月22日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 3,201,798,498   

 コール・ローン等 3,201,798,498   

(B) 負債 28,823,923   

 未払解約金 2,157,969   

 未払信託報酬 26,479,507   

 未払利息 3,921   

 その他未払費用 182,526   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,172,974,575   

 元本 2,277,433,199   

 償還差益金 895,541,376   

(D) 受益権総口数 2,277,433,199口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 13,932円24銭 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は2,470,482,668円、期中追加設定元

本額は14,198,916円、期中一部解約元本額は207,248,385円です。

（注） 上記表中の１万口当たり償還価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 

○損益の状況 (2021年６月23日～2021年12月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     24,965   

 受取利息 6   

 支払利息 △     24,971   

(B) 有価証券売買損益 127,502,233   

 売買益 137,054,590   

 売買損 △  9,552,357   

(C) 信託報酬等 △ 26,662,033   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 100,815,235   

(E) 前期繰越損益金 686,272,870   

(F) 追加信託差損益金 108,453,271   

 (配当等相当額) (  110,053,842)  

 (売買損益相当額) (△  1,600,571)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 895,541,376   
 

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注） 信託財産の運用指図に係る権限の一部を委託するために要した

費用として、マザーファンドの純資産総額に対して年１万分の

90の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しています。 
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東京海上・米国新興成長株式ファンド＜愛称 グローイング・アメリカ＞ 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2013年９月３日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2021年12月22日 資 産 総 額 3,201,798,498円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 28,823,923円 

純 資 産 総 額 3,172,974,575円 

受益権口数 21,452,609,580口 2,277,433,199口 △19,175,176,381口 受 益 権 口 数 2,277,433,199口 

元 本 額 21,452,609,580円 2,277,433,199円 △19,175,176,381円 １万口当たり償還金 13,932円24銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 42,550,650,630円 45,859,148,732円 10,778円 700円 7.0％ 

第２期 38,225,773,646   39,389,328,552   10,304   200   2.0   

第３期 19,034,171,245   21,725,128,140   11,414   1,200   12.0   

第４期 11,833,300,355   13,544,066,551   11,446   1,200   12.0   

第５期 9,051,181,462   9,175,634,626   10,137   100   1.0   

第６期 7,058,471,864   6,136,250,765   8,693   0   0.0   

第７期 5,515,288,247   5,655,173,481   10,254   250   2.5   

第８期 4,804,134,911   4,886,275,073   10,171   150   1.5   

第９期 4,302,045,297   4,682,669,318   10,885   600   6.0   

第10期 3,916,595,758   4,313,991,701   11,015   1,000   10.0   

第11期 3,752,455,974   3,260,070,616   8,688   0   0.0   

第12期 3,641,111,593   3,866,269,993   10,618   600   6.0   

第13期 3,301,435,383   3,573,051,853   10,823   700   7.0   

第14期 3,117,455,863   3,343,986,208   10,727   500   5.0   

第15期 2,672,546,615   3,306,905,918   12,374   1,000   10.0   

第16期 2,470,482,668   3,331,495,338   13,485   1,000   10.0   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 13,932円24銭 
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